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木村
(総合診療科)

診療のご案内 通常の受付時間（※午後の受付時間は各診療科をご覧ください。)

診療医師（出張医含む）・受付時間は都合により変更となる可能性がありますので、受診前に詳細についてはお問い合わせください。
午前  ８：１５～１１：００　　午後  １３時１５分～１６時００分 令和６年２月１日現在

2
階

1
階

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

新崎(有)
新崎(有)

出張医：第2・4週
心臓外来

新崎(有) 新崎(有) 新崎(有)

足立安藤足立菊地 菊地

心臓血管外科
梅田

(下肢静脈瘤外来)

呼吸器外科 札医大出張医

平野古明地脳神経外科 ローテーション大瀧

鈴木
※完全予約制

設楽
※完全予約制

種本
※完全予約制

種本
※完全予約制

田中(聡)
※完全予約制

山本(大)
※完全予約制

田中(聡)
※完全予約制

山本(大)
※完全予約制

出張医
山本(麻)
(9:30より)

齋藤佐々木(幹)坂野

宮野宮野

手術依頼外来（１日１枠）

山本(麻)

宮野

山田

出張医

坂野

佐々木(幹)齋藤

長安

（医師不定）（医師不定）（医師不定）（医師不定）（医師不定）

松澤別所横田

乳腺外科 馬場
13:30～15:00 馬場 馬場

13:30～15:00

吉田(美)(総合)

小熊(総合)

鎌田(凌)(総合)

堀井
内科診察室6

木村
(総合診療科)

木村
(総合診療科)

松浦(総合)

研修医(総合)

北大出張医(総合)

岸田(総合)

佐藤(糖尿病)
循環器内科診察室3

松谷(9:00より)清水

杉木

松谷(9:30より)平林(9:00より)清水(9:30より)

縣・杉木（隔週）

佐々木(颯)縣

堂坂

川原

加藤(明)

堂坂

加藤(明)

堂坂

加藤(明)

川原

産科 宇田 山下鎌田(奈)大中

山下鎌田(奈)婦人科 宇田 大中

助産師外来

仙田

村中・仙田

國島國島

柳瀬

村中

國島

13
畠山(再診)

廣瀬(再診)

畠山(再診)
木川(初診)

吉本(再診)吉本(再診)

畠山(初診)
※完全予約制

出利葉(再診) 出利葉(再診)

廣瀬(初診)
※完全予約制

※完全予約制

(腎移植外来)
柳瀬

(腎移植外来)

内海(再診) 内海(再診)

廣瀬(再診) 木川(再診) 木川(再診)

出利葉(初診)

吉本(再診)

14

形成外科 船橋 船橋船橋

ｼﾐ･脱毛外来
15:00まで

※完全予約制

天王寺

古舘

鎌田(麻)鎌田(麻)鎌田(麻)鎌田(麻)松江

松江 古舘 古舘・松江（隔週） 古舘

太田

武田

ローテーション ローテーション
武田

横山

太田

横山

雨森(9:30より) ローテーション
術前診察

ローテーション
術前診察

ローテーション
術前診察

丸山（9:30より)
ペインクリニック

術前診察
ペインクリニック

術前診察

村中9:00～14:00 柳瀬14:00～19:00 柳瀬9:00～14:00 柳瀬9:00～14:00 國島14:00～19:00 柳瀬9:00～14:00 仙田9:00～14:00 柳瀬14:00～19:00

大田(旭医大教
授)入院患者の
み予約診療

精神症状(要予約)
随時(がん相談支援
センター)木川

緩和ケア全般
9:00～12:00

横田

査検約予術手

新崎(人)(血液)

予約診療のみ 予約診療のみ

予約診療のみ
ペースメーカー外来
伊藤（出張医）
14:00～17:00

予約診療のみ
ペースメーカー外来
西野(出張医)
10:00～17:00

循環器内科

心療内科

吉田(行)(消化器)
室谷(糖尿病) 第2週のみ
森谷(糖尿病) 第4週のみ

新崎(人)(血液)

日下(総合)松田(総合) 秋山(総合)

旭医大出張医（総合）

吉田(行)(消化器)

整形外科

内科

呼吸器内科
午後受付時間

(再診・予約のみ)
（13：15～15：00）

(総　合)

(消化器)

(血　液)

(糖尿病･脂質代謝)

(膠原病)

午後受付時間

（再診・予約のみ）

（13:15～15:00）

予約診療のみ
天満(出張医)
14:00～17:00

設楽
(9:30より)

種本
(9:30より)

田中(聡)
(9:30より)

脳神経内科

1ｹ月健診
成長発達外来

（予約診療のみ）

宇塚
（15:00まで） 佐々木(昭)

安藤
出張医:第1週

神経外来

小児科
午後受付時間
13:15～16:00

金木水火月

足立
出張医：第3週
小児腎臓外来

菊地
出張医：第2・4週

心臓外来

安藤

保坂

出張医：第1・3週
内分泌外来

加藤(明)・川原
14:00～15:30

加藤(明)・堂坂
14:00～15:30

山本(大)
(9:30より)

産後検診

検査・予約

赤字は女性医師です

泌尿器科

予約診療 予約診療

耳鼻咽喉科

10:00～16:00 10:00～16:00 10:00～16:00 10:00～16:00 10:00～16:00

消化器外科

予約診療予約診療

田中(祥) 田中(祥) 田中(祥) 田中(祥) 田中(祥)救急科

人工透析外科

長谷川 治療計画 長谷川 治療計画 長谷川 治療計画 出張医 治療計画 長谷川 治療計画放射線治療科

精神科

村中出張医

仙田

村中

國島

仙田

村中

國島 仙田

眼科

皮膚科

麻酔科

特殊検査 特殊検査古舘・松江
14:00～15:30

予約診療

古舘・松江
14:00～15:30

ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク

中村・加藤(泰) 中村・加藤(泰) 中村・加藤(泰) 中村・加藤(泰) 出張医

レーザー手術 レーザー手術 レーザー手術

リハビリテーション科
(予約診療)

緩和ケア外来(予約診療)

歯科口腔外科(完全予約制)

天王寺

馬場

廣海
渡部 廣海 渡部 堀井

鈴木
(9：30より)

日下(総合)

旭医大出張医(総合)

千葉

千葉

小熊(総合)
第2・4週のみ

5
ブ
ロ
ッ
ク

◎ホームページからでも診療のご案内をご覧いただけます。

1
ブ
ロ
ッ
ク

2
ブ
ロ
ッ
ク

3
ブ
ロ
ッ
ク

4
ブ
ロ
ッ
ク

佐々木(颯)(9:30より)

休診中



年
頭
の
ご
挨
拶

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

新
た
な
お
気
持
ち
で
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
本
年
が
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
希
望
あ
る
年
で
あ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

　
昨
年
５
月
に
コ
ロ
ナ
が
５

類
へ
移
行
し
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
並
み
の
対
応
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
世
の

中
は
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
前
の

日
常
に
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
。
屋
外
で
の
マ
ス
ク
な
し

の
生
活
も
一
般
化
し
、
対
面

で
の
様
々
な
活
動
が
コ
ロ
ナ

時
代
の
鬱
憤
を
晴
ら
す
か
の

よ
う
に
活
発
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
道
内
の

観
光
地
で
は
、
海
外
か
ら
も

含
め
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
医
療
の
世
界
で
は
未

だ
に
緊
張
が
続
く
日
々
で

す
。
コ
ロ
ナ
が
弱
毒
化
し
た

と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
患
者
さ

ん
は
途
切
れ
ず
、
一
部
は
重

症
化
し
て
い
ま
す
。
病
院
内

で
の
マ
ス
ク
は
ま
だ
外
せ

ず
、
面
会
に
も
制
限
を
設
け

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
患
者
さ

ん
・
ご
家
族
に
は
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
医
療
は
、
コ

ロ
ナ
と
共
存
し
て
進
ま
ざ
る

を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
を
過
度
に
恐
れ
ず
、
し

か
し
、
油
断
し
な
い
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
当
院
は
、
こ
れ
か
ら
も
中

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
に
始
ま
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
も
第
８
波
が
収
束

し
、
令
和
５
年
５
月
８
日
か

ら
５
類
感
染
症
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
都
市
部
や
観
光
地

で
は
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
一
方
、

当
地
で
は
、
高
齢
者
・
超
高

齢
者
の
割
合
が
40
％
に
迫
ろ

う
と
し
て
お
り
、
周
辺
市
町

村
を
含
め
医
療
の
縮
小
化
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
超
高
齢

化
の
流
れ
に
よ
り
、
疾
病
構

造
は
大
き
く
変
化
し
、
疾
患

や
障
が
い
を
持
ち
合
わ
せ
な

が
ら
長
期
に
療
養
す
る
患
者

さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
急

性
期
後
の
さ
さ
え
る
医
療
・

介
護
の
充
実
が
必
要
で
す

が
、
人
口
減
少
か
ら
人
材
確

保
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

医
師
・
看
護
師
だ
け
で
な
く

全
医
療
従
事
者
の
不
足
を
肌

で
感
じ
ま
す
。
当
院
は
、
初

期
臨
床
研
修
医
を
は
じ
め
多

く
の
医
療
従
事
者
の
研
修
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
が
、
こ

の
地
域
で
活
躍
す
る
医
療
人

を
育
て
る
こ
と
が
地
域
医
療

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
改
め
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
当
院
は
、
空
知
医
療
圏
唯

一
の
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
と
し
て
、
が
ん
ゲ
ノ

ム
医
療
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
な
ど
の
低
侵
襲
外
科
治

療
、
放
射
線
治
療
、
化
学
療

法
、
緩
和
ケ
ア
、
さ
ら
に
が

ん
相
談
や
地
域
連
携
に
一
層

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
が
ん

検
診
を
受
け
る
方
が
全
国
的

に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
令

和
４
年
国
民
生
活
基
礎
調
査

で
は
、
都
道
府
県
別
に
み
る

と
、
北
海
道
は
胃
が
ん
・
肺

が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
の
受

空
知
の
医
療
の
要
と
し
て
急

性
期
・
高
度
急
性
期
・
が
ん

治
療
・
救
命
救
急
・
小
児
周

産
期
医
療
・
災
害
な
ど
の
医

療
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
中
空
知
の

医
療
の
中
心
と
し
て
住
民
の

皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

病院事業管理者

平林　高之
院長

日下　大隆

診
率
は
40
％
前
後
と
最
も
低

く
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検

診
は
37
％
前
後
で
下
か
ら
２

番
目
で
し
た
。
が
ん
検
診
の

受
診
を
控
え
る
こ
と
に
よ

り
、
病
勢
が
進
行
し
た
状
態

で
病
院
を
受
診
さ
れ
る
方
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
早
期
発

見
に
よ
り
、
が
ん
が
治
る
確

率
も
高
く
な
り
ま
す
。
ま
ず

は
検
診
を
積
極
的
に
受
け
、

精
密
検
査
が
必
要
と
の
こ
と

で
あ
れ
ば
、
早
め
に
当
院
を

受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
ま
た
、
気
に
な
る

症
状
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
か

か
り
つ
け
医
を
受
診
し
、
さ

ら
に
精
密
な
検
査
・
治
療
が

必
要
で
あ
れ
ば
当
院
へ
紹
介

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
か
ら
持
続
可
能
な
地
域

医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る

た
め
に
、
公
立
病
院
と
し
て

も
健
全
な
経
営
体
制
の
確
立

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
地
域
の
各
病
院
の
役

割
、
機
能
の
明
確
化
、
最
適

化
、
連
携
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
院
は
、
地
域

の
医
療
を
守
る
た
め
に
中
空

知
医
療
圏
に
と
ど
ま
ら
ず
、

医
療
圏
を
越
え
た
診
療
を
目

指
し
ま
す
。
地
域
に
お
け
る

当
院
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は

大
き
く
、
そ
の
使
命
を
果
た

す
た
め
、
質
が
高
く
安
定
し

た
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

12

敷地内全面禁煙



人工授精

34

　
能
登
半
島
地
震
で
の
被
災
者
支

援
の
た
め
、
当
院
か
ら
も
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
二
次
災
害
の
危
険
も
あ
る
中

で
駆
け
つ
け
た
チ
ー
ム
の
方
々
、

残
る
職
員
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー

ト
、
ま
た
、
診
療
の
一
部
縮
小
体

制
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
患
者
さ
ん
に
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
当
院
は
、
空
知
医
療
圏
の
基
幹

病
院
で
あ
り
、
地
域
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
・
地
域
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
・
北
海
道
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
く
の
指
定

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
空

知
医
療
圏
唯
一
の
地
域
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
・
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
連
携
病
院
で
、
外
科
的
治
療
・

薬
物
治
療
・
放
射
線
治
療
・
緩
和

治
療
の
4
つ
の
柱
か
ら
な
る
専
門

的
な
が
ん
医
療
の
提
供
、
地
域
病

院
と
の
連
携
及
び
患
者
さ
ん
へ
の

相
談
・
支
援
や
情
報
提
供
な
ど
の

役
割
が
あ
り
ま
す
。
内
科
・
消
化

器
外
科
・
乳
腺
外
科
・
放
射
線
診

断
科
・
放
射
線
治
療
科
・
泌
尿
器

科
・
婦
人
科
・
病
理
診
断
科
な
ど

多
く
の
が
ん
専
門
医
が
在
籍
し
て

お
り
、
患
者
さ
ん
の
病
状
に
応
じ

た
適
切
な
治
療
が
行
え
る
診
療
体

制
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
で
は
、
腹
腔
鏡
に

よ
り
拡
大
し
て
よ
く
見
え
る
利
点

1
回
（
第
二
火
曜
日
）
開
設
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
緩
和
ケ
ア
は
、
が
ん
進
行
に
伴

う
身
体
や
こ
こ
ろ
の
つ
ら
さ
を
専

門
的
に
和
ら
げ
る
治
療
で
、
が
ん

の
治
療
初
期
よ
り
行
い
ま
す
。
緩

和
ケ
ア
チ
ー
ム
は
、精
神
科
医
師
・

認
定
薬
剤
師
・
認
定
看
護
師
・
公

認
心
理
師
・
管
理
栄
養
士
・
理
学

療
法
士
・
社
会
福
祉
士
な
ど
の
多

職
種
が
力
を
合
わ
せ
て
、
入
院
中

の
患
者
さ
ん
の
ご
希
望
に
応
じ

て
、
日
々
チ
ー
ム
で
話
し
合
い
、

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
病
気
か
ら

生
じ
る
痛
み
は
医
療
用
麻
薬
で
和

ら
ぐ
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
難
し

い
場
合
に
は
麻
酔
科
医
よ
る
神
経

ブ
ロ
ッ
ク
、
放
射
線
診
断
科
医
に

よ
る
緩
和
的
I
V
R
（
画
像
下
治

療
）、
放
射
線
治
療
科
医
に
よ
る

放
射
線
治
療
は
と
て
も
有
効
で

す
。
さ
ら
に
病
気
が
進
ん
だ
時
に

ど
の
よ
う
な
療
養
生
活
を
望
ま
れ

る
か
を
、
あ
ら
か
じ
め
身
近
な
方

と

相

談

し

て

お

く

A

C

P

（
A
d
v
a
n
c
e
d

c
a
r
e

p
l
a
n
n
i
n
g
・
人
生
会

議
）
も
大
切
で
す
。
在
宅
で
の
療

養
を
希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
は

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
つ

ば
・
訪
問
診
療
医
・
地
域
医
療
連

携
室
・
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
が
地
域
の
病
院
・
施
設
と
連

携
を
と
り
、
患
者
さ
ん
・
ご
家
族

の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
お
困
り
の
際
に
は
担

当
医
・
地
域
医
療
連
携
室
・
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
国
か
ら
持
続
可
能
な
地
域
医
療

体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
、
公
立

病
院
と
し
て
も
健
全
な
医
療
提
供

体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
多
く

の
当
院
医
師
は
月
1
0
0
時
間
以

上
の
過
酷
な
時
間
外
労
働
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
医
師
自

身
の
健
康
や
医
療
安
全
に
も
非
常

に
影
響
が
あ
り
ま
す
。
令
和
6
年

4
月
よ
り
国
は
対
策
と
し
て
、
医

師
の
働
き
方
改
革
の
法
令
を
定

め
、
時
間
外
労
働
を
月
80
時
間
以

内
と
す
る
時
間
外
労
働
規
制
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も

当
院
の
使
命
を
果
た
し
つ
つ
、
医

療
提
供
体
制
を
持
続
す
る
た
め
、

当
院
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に

置
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
、
急
性
期

に
は
当
院
で
治
療
し
た
の
ち
慢
性

期
に
は
最
寄
の
病
院
に
診
て
い
た

だ
く
こ
と
、
夜
間
休
日
(特
に
深

夜
22
時
か
ら
早
朝
8
時
)に
、
救

急
の
状
態
以
外
で
の
救
急
外
来
受

診
は
お
控
え
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

正面玄関の開錠時間は 8時 15分

（
拡
大
視
効
果
）
を
活
か
し
精
度

の
高
い
手
術
、
病
状
に
応
じ
た
術

前
・
術
後
の
化
学
・
放
射
線
療
法

の
集
学
的
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

治
療
成
績
の
向
上
に
も
力
を
い
れ

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
新
治

療
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
令
和
6

年
1
月
か
ら
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連

携
病
院
の
指
定
を
受
け
、
当
院
で

も
適
応
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
は
、

が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

が
ん
の
発
生
に
関
わ
る
複
数
の

「
が
ん
関
連
遺
伝
子
」
の
変
化
を

一
度
に
調
べ
る
新
た
な
検
査
で

す
。
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
で

原
因
遺
伝
子
が
見
つ
か
り
、
治
療

に
結
び
付
く
割
合
は
病
気
に
よ
り

異
な
り
平
均
10
％
と
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
治
療
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
有
力
な
治
療
方

法
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
遺
伝
性
腫
瘍
が
分

か
っ
た
り
、
気
に
か
か
る
場
合
は
、

当
院
に
て
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

外
来
（
北
海
道
大
学
臨
床
遺
伝
子

診
療
部

山
田
崇
弘
教
授
）
が
月

は
じ
め
に

お
わ
り
に

「
地
域
が
ん
診
療
連
携

　
　
　
拠
点
病
院
の
役
割
」

副院長兼がん相談支援センター長　横田　良一

副
院
長
兼
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
長

横
田
　
良
一

よ
こ
た

り
ょ
う
い
ち

空
知
地
域
唯
一
の
地
域

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
・

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

特集
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診断・検査

治　療

診　察

当 院 の が ん 治 療当 院 の が ん 治 療

画像検査、生化学検査、
尿検査、血液検査など、
多種多様な検査を行って
います。迅速かつ正確に
検査を行うことで適切な
治療を受けられるように
努めています。

　手術でがん細胞を取り除く治
療を行います。

　多職種が集まり、がん患者さんの症状、状態及び治療方針等を意見交換・共有・検討・確認するため
のカンファレンスです。がん診療連携拠点病院の指定要件として、キャンサーボードの設置及び定期的
開催が位置付けられています。

　がん治療、がん予防、がん検診やセカンドオピニオンなどについての情報提供、心理的サポート、が
ん患者の療養生活や就労に関する相談など、がんに関するさまざまな相談の対応が可能です。センター
には看護師、社会福祉士、公認心理師が常勤しています。お気軽にご相談ください。

　がん細胞に放射線を照射して
がん細胞の消滅や症状を和らげ
る治療を行います。

　抗がん剤を用いてがん細胞の
増殖やがんの進行・転移を抑え
る治療を行います。

　がん化学療法とは、がん治療において抗がん剤などの治療薬を使い、がんを
治したり、がんの進行を遅らせたりする治療です。近年、がん医療は著しく発
展し、従来入院で行っていた抗がん剤治療は、その大半が外来通院で行われる
ようになってきました。抗がん剤の治療は、外来化学療法室という専門の部屋
で行われ、その件数は増加の一途をたどっており、より多くの患者さんにがん
化学療法を受けていただくために、令和５年に増床し、現在、ベッド４床、リ
クライニングチェア８床の計１２床で稼働しています。
　がん化学療法において、抗がん剤などの治療薬を投与する方法はいくつかあ
りますが、主に点滴や内服により治療が行われます。その治療薬の特徴として、
がんに対しての効果を期待すると同時に、がんだけではなく正常な細胞にも作
用することや、特異的な症状により生活に影響するような副作用が出現するこ
とも知られています。そのため、副作用をおさえる薬剤が開発され、症状は緩
和されつつあるものの、がん化学療法を行う患者さんは、副作用や治療に伴う
様々な悩み（食欲不振、味覚障害、口内炎などの体調変化、脱毛などの見た目
の変化、心理的な不安、経済的な悩み、仕事との両立）をかかえてしまう場合
があります。外来化学療法室には、がん化学療法看護認定看護師、がん薬物療
法看護認定看護師、がん薬物療法認定薬剤師をはじめ、化学療法についてより
詳しいスタッフが常駐し、緩和ケア認定看護師や公認心理師、医療ソーシャル
ワーカーなどいろいろな職種と連携し、チーム医療により、患者さんがご自宅
での生活や仕事を続けながら治療が受けられるようケアに努めています。
　お一人で悩まず、気がかりに感じることはお気軽にご相談ください。外来化
学療法室スタッフは患者さんの気がかりを一緒に考え、病気と向き合う患者さ
んに寄り添い、患者さん一人ひとりの療養生活が安心安全に送れるよう支援す
ることを大切にしています。

　検査結果や追加検査、診断に
ついて説明があります。がんや
身体の状態に合わせて、担当医
が患者さんやご家族と話し合っ
て治療方針を決めます。

患者さんが納得のいく診断や治
療法を選択できるように、担当
医とは別に違う医療機関の医師
に第2の意見を聞くこと（セカン
ドオピニオン）が可能です。

　患者さんの身体から細
胞の一部を採取し、病理
専門医が顕微鏡を用いて
観察して診断します。患
者さんへの適切な診断・
治療のために病理診断は
最終診断として大きな役
割を果たします。

検　査

診　察

手術療法

キャンサーボード

がん相談支援センター

放射線療法 化学療法

セカンドオピニオン

病理診断

がん化学療法について

面会（対面・リモート）は完全予約制
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「
乳
が
ん
」に
つ
い
て

乳
腺
外
科　

部
長

　
が
ん
は
、
3
大
疾
病
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
80
歳
ま
で
に
5
割
の
人

が
何
か
し
ら
の
が
ん
に
罹
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
　

　
日
々
が
ん
診
療
に
携
わ
っ
て
お

り
ま
す
と
、
患
者
さ
ん
達
が
異
口

同
音
に
お
っ
し
ゃ
る
言
葉
が
あ
り

ま
す
。「
私
が
が
ん
に
罹
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。」、「
ち
ゃ
ん
と

し
た
生
活
を
し
て
き
た
の
に
、
ど

う
し
て
が
ん
に
罹
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。」　
が
ん
の
原
因
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
常
生
活

や
常
識
は
数
十
年
単
位
で
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
変
化
に
気
を
留
め
て
お
ら
れ
な

い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
が
ん
登
録
罹
患
デ
ー
タ
を

み
ま
す
と
、
日
本
人
女
性
の
が
ん

罹
患
数
は
、
1
9
8
0
年
に
約
10

万
人
で
あ
っ
た
の
が
、
約
40
年
後

の
2
0
1
9
年
で
40
万
人
を
超
え

4
倍
以
上
に
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
僅
か
40
年
の
間
に
こ
れ
ほ
ど
増

加
し
て
い
る
原
因
は
ど
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　「
当
た
り
前
」、「
常
識
」
と
思

っ
て
い
る
自
分
の
知
識
・
食
べ
物
・

運
動
量
を
含
め
た
生
活
様
式
が
、

体
に
と
っ
て
本
当
に
合
っ
て
い
る

の
か
、
今
一
度
、
見
直
す
必
要
が

あ
り
そ
う
で
す
。

　
が
ん
の
発
生
と
関
連
す
る
原
因

（
因
子
）
は
ひ
と
つ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
つ
だ
け
で
大
き
く
影

響
を
与
え
る
タ
バ
コ
の
ほ
か
、
複

数
の
小
さ
な
因
子
が
重
な
り
合
っ

て
原
因
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
も

多
い
で
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
原

因
と
な
る
生
活
習
慣
を
取
り
除
い

て
い
く
姿
勢
が
今
後
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

乳腺外科　部長　馬場　　基

す
。
ま
た
M
R
I
が
行
え
な
い
状

況
で
は
30
歳
以
上
は
M
M
G
（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
検
診
は
、
乳
房
に
所
見

が
な
い
（
自
分
で
乳
房
を
触
れ
て

異
常
を
感
じ
な
い
）
方
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
も
し
自
分
で
異
常

を
感
じ
た
場
合
は
直
接
乳
腺
外
科

外
来
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
か
つ
て
は
細
胞
診
と
い
う
簡
易

的
な
診
断
が
主
流
で
し
た
が
、
現

在
は
も
う
少
し
太
い
針
で
細
胞
を

塊
で
取
る
方
法
（
組
織
診
断
）
が

主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
組
織
診
断
が
主
流
と
な
っ
た
理

由
は
主
に
２
つ
あ
り
、
診
断
率
が

細
胞
診
よ
り
高
い
こ
と
、
サ
ブ
タ

馬
場
　
　
基

ば
ば

も
と
い

イ
プ
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

乳
が
ん
は
複
数
の
サ
ブ
タ
イ
プ
に

分
か
れ
て
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
使
用
す
る
薬
剤
の
種
類
、
治
療

の
組
み
合
わ
せ
・
順
番
（
手
術
、

薬
物
療
法
、
放
射
線
）
が
異
な
る

た
め
で
す
。

　
乳
が
ん
の
治
療
は
、
初
期
治
療

と
再
発
転
移
の
治
療
で
、
そ
の
目

的
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
初
期
治
療
（
ス
テ
ー
ジ
0
か
ら

Ⅲ
）で
は
完
治
を
目
指
し
て
お
り
、

ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
と
再
発
転
移
治
療
は

延
命
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
（
完

治
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
た
め
で
す
）。

「
全
院
内
が
ん
登
録
2
0
0
9
年

10
年
生
存
率
」
に
よ
る
と
、
乳
が

ん
ス
テ
ー
ジ
0
の
場
合
、
術
後
10

年
目
の
生
存
率
は
1
0
0
％
で
あ

り
ま
す
が
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
の
10
年

目
の
生
存
率
は
19
．
4
%
（
約
2

割
）
に
低
下
し
ま
す
。
早
期
発
見

（
早
い
ス
テ
ー
ジ
で
発
見
）
し
、

治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
す
。

　
再
発
治
療
の
目
的
は
、「
が
ん

デジタルマンモグラフィシステム

進
行
に
よ
っ
て
出
現
し
た
症
状
を

抗
が
ん
剤
に
よ
っ
て
一
時
的
に
抑

え
る
」
こ
と
、「
抗
が
ん
剤
に
よ

る
一
時
的
な
効
果
で
、
が
ん
の
進

行
を
遅
ら
せ
る
」
こ
と
で
す
。
残

念
な
が
ら
現
在
の
最
新
治
療
を
用

い
て
も
、
再
発
患
者
さ
ん
が
完
治

す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
再
発
治
療
は
い
わ
ば

「
時
間
稼
ぎ
」
の
医
療
で
す
。
　

　
患
者
さ
ん
の
年
代
、
個
々
の
状

況
（
子
育
て
中
な
の
か
、
老
年
夫

婦
二
人
で
の
生
活
な
の
か
、
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
る
家
族
が
そ
ば
に

い
る
か
）
で
、
使
用
す
る
薬
剤
の

選
択
、
治
療
中
止
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
（
ど
こ
で
中
止
す
る
の
か
）
を

治
療
開
始
前
、
治
療
中
に
も
定
期

的
に
主
治
医
と
相
談
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　「
抗
が
ん
剤
」
に
は
、
い
わ
ゆ

る
「
化
学
療
法
」
に
加
え
、
分
子

標
的
薬
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
阻
害
薬
、
と
い
っ
た
様
々
な
新

し
い
薬
が
開
発
さ
れ
、
時
間
稼
ぎ

の
効
果
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
一
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
薬

ご
と
特
有
の
副
作
用
も
あ
り
、
新

し
い
タ
イ
プ
の
薬
剤
は
、
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
よ
う
な
種
類
の
重
篤

な
副
作
用
も
あ
り
ま
す
。「
時
間

稼
ぎ
」
を
行
う
つ
も
り
が
、
副
作

正面玄関の開錠時間は 8時 15分

病気の
お話

用
で
思
う
よ
う
な
日
常
生
活
が
行

え
ず
、
治
療
の
た
め
だ
け
に
日
々

の
生
活
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
は
本

末
転
倒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
場
合
は
緩
和
医
療
（
完
全
緩

和
医
療
）
に
変
更
す
る
と
、
体
調

が
改
善
し
生
活
が
楽
に
な
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
現
代
生
活
は
、
よ
り
便
利
な
生

活
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
が

ん
に
な
ら
な
い
為
に
は
、　
日
々

の
生
活
を
見
直
し
続
け
る
姿
勢
が

大
切
で
す
。

　
乳
が
ん
に
限
ら
ず
、
現
在
の
が

ん
治
療
は
、
様
々
な
新
し
い
薬
剤

が
開
発
さ
れ
た
お
か
げ
で
、「
治

る
こ
と
は
な
い
」
再
発
治
療
で
あ

っ
て
も
、
以
前
よ
り
長
生
き
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。但
し
、

抗
が
ん
剤
は
「
諸
刃
の
剣
」
で
あ

り
、
副
作
用
、
金
銭
的
負
担
、
日

常
生
活
が
ど
れ
だ
け
行
え
る
か
な

ど
、
自
分
に
メ
リ
ッ
ト
が
享
受

で
き
る
「
期
間
」
を
見
極
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
乳
が
ん
は
、
今
や
日
本
人
女
性

が
最
も
罹
り
や
す
い
が
ん
で
す
。

そ
の
増
加
傾
向
は
と
ど
ま
る
こ
と

を
知
ら
ず
、
死
亡
数
も
同
様
に
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
都
道
府
県
別

で
み
る
と
、
北
海
道
の
女
性
の
乳

が
ん
死
亡
率
は
非
常
に
高
い
の
が

特
徴
で
す
。

　
国
が
推
奨
す
る
対
象
年
齢
は
40

歳
か
ら
、
受
診
間
隔
は
2
年
に
1

度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

B
R
C
A
変
異
陽
性
で
あ
る
遺
伝

性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群

（
H
B
O
C
）
場
合
、
日
本
で
は
、

25
歳
か
ら
年
1
回
の
乳
房
造
影

M
R
I
検
査
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

都
道
府
県
別
　
年
齢
調
整
死
亡
率

2
0
2
0
年
　
乳
房
【
女
性 

75
歳
未
満
】

乳
が
ん
の
治
療
の
目
的

に
つ
い
て

再
発
治
療
と
終
末
期

医
療
と
そ
の
意
義

は
じ
め
に

ま
と
め

乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

乳
が
ん
の
診
断
に
つ
い
て



910

面会（対面・リモート）は完全予約制

　「サロン」には、「談話室」・「応接
室」という意味があります。
　がんサロンカルミアには、ピアサ
ポーターと呼ばれるがん経験者や
ご家族の方が参加しています。「ピ
ア」とは、「仲間」・「同僚」等の意味
があります。現在は肝臓がん、悪性
リンパ腫、乳がん、膀胱がん、前立腺
がんを経験した方、がん患者のご家
族がピアサポーターとしてサロン
にいらっしゃいます。
一般の参加者の方からは、「参加
するまでどきどきしたけど来て良
かった。」、「大変なのは私だけじ
ゃないとわかって心強かった。」

がんサロン カルミア

　がんの予防やがんの正しい知識の普及を目的に、一般市民の方向けの講座
を実施しています。がん治療のこと、ケアのこと、薬のこと、お金のことな
ど毎回テーマを変えています。長らく開催
できていませんでしたが、令和５年５月に
新型コロナウイルス感染症が５類感染症と
なり、１１月には４年ぶりに開催をするこ
とができました。次回は令和６年３月の開
催を予定しています。
　詳細については随時病院のホームページ
などでお知らせします。

がんの市民講座

今後のスケジュール　予定
令和5年11月21日開催がん市民講座

がんサロン

第３６回
（令和 6年３月）

第３７回
（令和６年９月）

第３８回
（令和６年１２月）

第３９回
（令和７年３月）

ゲノム医療 在宅医療 大腸がん 抗がん剤治療

「今まで笑うことがなかったけど家
でも楽しいことを見つけられるよ
うになった。」などのお声を頂いて
います。
参加費無料、予約不要です。毎
月第二水曜日に本館２階の多
目的ホールで開催しています。
新規の方も大歓迎です。サロンの仲
間一同、皆様の参加をお待ちしてい
ます。

遺伝カウンセリング外来・がんゲノム医療について

ゲノム医療について

がん遺伝子パネル検査

遺伝カウンセリング外来

　　　　　　　　　　　　　　がんゲノム医療は、「がん細胞の遺伝子情報をもとに患者さん
一人ひとりに合った治療」を行うことです。従来の抗がん剤治療は、がん細胞だけではなく正
常な細胞も攻撃してしまうという側面がありました。しかし、近年がん細胞の遺伝子に着目し
た薬剤が開発され、がんの遺伝子を調べることで、がん細胞だけを狙い撃ちすることが出来る
「分子標的薬」や「免疫チェックポイント阻害薬」等の治療薬が使われることが多くなりまし
た。これらの治療を行うには、がん細胞での遺伝子情報を事前に検査する必要があります。

　　　　　　　　　　　　　 令和元年から一度にたくさんのがんに関わる遺伝子（約300～
700個）を調べることが出来る「がん遺伝子パネル検査」が保険適用となりました。北海道で
は北海道大学病院が「がんゲノム医療中核拠点病院」で、北海道大学病院などと連携している
「がんゲノム医療連携病院」が11か所あります。当院も令和6年1月1日に「がんゲノム医
療連携病院」の指定を受け、今までは北海道大学病院でなければ受けられなかった「がん遺
伝子パネル検査」が、北海道大学病院と連携し、当院でも受けられるようになりました。
　検査には血液検査と組織検査とその両方で行う検査方法があります。検査方法にもよります
が、検査結果や治療方針をお伝えするまで1~3か月程度かかる場合があります。
　費用は56万円かかりますが、保険適用で検査をしますので1割~3割の負担となり高額療養費
制度の適用となります。この検査は外来でのみ受けることが出来ます。

                    　　　　　　  　がんの多くは加齢やたばこ、食生活などの生活習慣や環境要因
によって遺伝子に傷がつくことで発生しますが、生まれながらに持っている遺伝子の違いが原
因でがんになりやすいことがあります。このようながんのことを「遺伝性腫瘍」といいます。
「がん遺伝子パネル検査」では、治療に役立つ情報の他に「遺伝性腫瘍」や遺伝しやすい疾患
になる可能性がある遺伝子が見つかる場合があります。
　砂川市立病院では令和5年10月から北海道大学病院 臨床遺伝子診療部 山田崇弘教授のご協
力のもと、遺伝カウンセリング外来を月に1回（第二火曜日）行っています。
例えば

 自費診療となりますので費用は
　初診時　1時間まで   10,000円（税込み11,000円）
　　　　　以降30分毎＋5,000円（税込み5,500円）
　再診時　30分まで　   5,000円（税込み5,500円）
　　　　　以降15分毎＋2,500円（税込み2,750円）
 費用については遺伝子検査など必要な場合は別と必要
 となる場合があります。

詳細についてはがん相談支援センターまでお気軽に
お尋ねください。

・自分のがんは子供や孫に遺伝しませんか？
・がん家系で血縁者にがん患者が多いので自分もなるのではないですか？
・結婚予定の相手の家族にがんや遺伝の病気の人がいます。子供を授かったときに影響しますか？
・遺伝性腫瘍の遺伝子があると言われました。子供たちに話した方がよいですか？
・遺伝の病気と言われましたがよくわかりません。

など、遺伝や遺伝子情報に関する相談が出来ます。

がん遺伝子診療を担当する山田崇弘教授（左）と
横田良一副院長（右）（プレス空知より転載）
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・毎週月曜日午後(祝祭日は休診)完全予約制
・精神科医(木川医師)、看護師、公認心理師
　が担当
・がん患者さんやそのご家族、ご遺族の「こころ
　の辛さ」に対応します
・当院がかかりつけでない方やそのご家族、
　ご遺族の方も受診することができます

こころの緩和ケア外来
(グリーフケア外来)ご案内

　「院内がん登録」とは、当院でがんの診断、治療を受けたすべての患者さんのがんについての情
報を登録する仕組みです。院内がん登録は、国が指定するがん診療連携拠点病院を中心に全国約
870病院で行われているもので、病院ごとのがん診療の状況を把握するための基礎データになりま
す。当院は、平成17年に地域がん診療拠点病院指定（現地域がん診療連携拠点病院）を受け、翌平
成18年から当院に受診された患者さんのデータを全国共通のルールに従って登録しています。
　当院では、現在３名のがん登録実務者が登録作業を行っています。がん登録実務者は、国立がん
研究センターが主催する研修を受講し、認定試験によって認定された者で、がん登録における専門
的な知識（解剖学や臨床医学、登録ルール等）を身につけた診療情報管理士です。登録に関わる実
務者は、その知識を日々アップデートし、登録データの精度の維持に努めています。
　当院が昨年提出したがん登録データ（2022年1月～12月に診断された「がん」症例）についてグ
ラフで表示しました。集計データの約８割が中空知医療圏の患者さんとなっています。

・高額療養費制度
　ひと月の医療費の支払いは所得に応じて上限額が定められており、上限額を超えた場合に、そ
の超えた金額を支給する制度です。
　同一世帯で複数の方が同じ月に医療機関を受診した場合、そのうちの一人が複数の医療機関に
受診した場合、一つの医療機関で入院と外来を受診した場合には、自己負担額を 1 か月単位で合
算することができます。（※70 歳以上の方は自己負担額に関係なくすべて合算できるのに対し、69
歳以下の方は 21,000 円以上のものに限ります。）
　また、直近の 12か月間に、既に３回（３月）以上高額療養費の支給を受けている場合（多数回該当
の場合）には、4回目（４月目）から自己負担上限額がさらに下がります。
　他にも傷病手当金や障害年金といった制度もあります。がん相談支援センターでは、制度に
ついての相談にも対応しています。

がん登録について

がんの治療費について

　
緩
和
ケ
ア
は
元
々
は
、
悪
性
腫

瘍
（
が
ん
、
白
血
病
な
ど
の
悪
性

血
液
疾
患
）
の
患
者
さ
ん
を
対
象

と
し
た
ケ
ア
を
意
味
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
そ
の
対
象
が
重
度

心
不
全
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
は
、

痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
対
応
す

る
医
師
（
主
に
外
科
医
が
対
応
）、

心
の
ケ
ア
に
対
応
す
る
医
師
（
精

神
科
医
が
対
応
）、
緩
和
ケ
ア
認

定
看
護
師
、
公
認
心
理
師
、
薬
剤

師
、
理
学
療
法
士
、
管
理
栄
養
士
、

社
会
福
祉
士
な
ど
の
多
職
種
の
ス

タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で

あ
り
、
多
方
面
か
ら
患
者
さ
ん
の

苦
痛
の
緩
和
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
が
ん
治
療
と
い
う
と
、
が
ん

を
制
圧
す
る
た
め
の
高
度
な
治
療

を
す
る
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
が
ん
を

制
圧
で
き
な
い
患
者
さ
ん
も
多
く

い
ま
す
。
あ
る
い
は
が
ん
治
療
の

過
程
に
お
い
て
様
々
な
苦
し
み

（
身
体
的
、
精
神
的
）
を
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
あ
た
る
の
が

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

の
中
で
精
神
科
医
、
公
認
心
理
師

の
役
割
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
ご
自
身
が
「
が
ん
」
と
診

断
さ
れ
た
と
き
、
あ
る
い
は
さ
れ

た
と
し
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
で
し

ょ
う
か
？
長
引
く
治
療
の
中
で
、

自
宅
で
待
つ
家
族
の
こ
と
を
考
え

た
と
き
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
ょ

う
か
？
決
し
て
幸
せ
な
気
持
ち
で

は
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
と
思

い
ま
す
。
気
持

ち
が
辛
い
と
き
、

心
の
内
側
や
悩

み
を
少
し
で
も

お
話
い
た
だ
け

る
と
、
気
持
ち

が
多
少
な
り
と

も
楽
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
悩
み
な

ど
か
ら
眠
ら
れ

な
い
と
き
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
と
き
こ

こ
ろ
の
面
で
の
緩
和
ケ
ア
が
必
要

な
と
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
精
神

科
と
い
う
と
薬
を
多
量
に
使
用
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
が
ち
で
す

が
、
私
自
身
は
薬
は
少
な
い
ほ
ど

良
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
必

要
な
と
き
に
は
必
要
最
小
限
の
お

薬
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
は
、
大
切
な

ご
家
族
等
を
亡
く
さ
れ
た
方
の
悲

し
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
ケ

ア
で
す
。グ
リ
ー
フ
（
G
r
i
e
f
）

と
は
、「
死
別
な
ど
に
伴
う
深
い
悲

し
み
」
を
意
味
し
ま
す
。
人
を
含

め
、生
物
は
生
を
受
け
た
以
上
、い

つ
か
死
を
迎
え
る
こ
と
は
必
然
で

す
。
し
か
し
、
わ
か
っ
て
は
い
て

も
、家
族
の
思
い
は
色
々
で
す
。私

自
身
は
、
80
歳
を
過
ぎ
た
父
親
が

他
界
し
た
時
、
大
好
き
で
尊
敬
し

て
い
た
父
親
で
し
た
が
「
大
往
生

だ
な
」
と
思
っ
て
一
滴
の
涙
も
流

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。自
分
で
も
不

思
議
で
し
た
。で
も
、し
ば
ら
く
し

て
、
父
親
が
生
前
に
出
張
し
た
こ

と
の
あ
る
釧
路
市
大
楽
毛
の
地
に

私
が
た
ま
た
ま
出
張
し
た
時
、
出

張
先
の
病
院
の
窓
か
ら
見
る
景
色

に
、
父
親
も
同
じ
よ
う
な
景
色
を

見
た
の
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
思

い
の
外
、
号
泣
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【70 歳以上の方の上限額】

グラフ①2022 年症例の部位別登録数内訳（男女別） グラフ② 当院の登録数上位 10 部位と治療前のステージ別分類

引用元：厚生労働省　高額療養費制度を利用される皆様へ

【69 歳以下の方の上限額】

予約、相談、お問い合わせは がん相談支援センター
(TEL：0125-54-2131(代表 )) まで

　
大
切
な
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

後
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
ご
自
身
の

日
常
生
活
が
う
ま
く
回
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
悲
し
み
・
気
分
の
落
ち

込
み
・
意
欲
が
な
い
な
ど
の
状
態

が
続
い
て
し
ま
っ
た
と
き
、
そ
ん

な
と
き
故
人
と
の
思
い
出
を
聞
か

せ
て
頂
く
こ
と
か
ら
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
が
始
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
当
院
で
は
、
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
外
来
を
含
め
た
「
こ
こ

ろ
の
緩
和
ケ
ア
外
来
」
を
新
設
さ

せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
た
ち
と
共
に
こ
こ
ろ
の

緩
和
ケ
ア
外
来
を
育
て
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
取
り
組
み　
　

こ
こ
ろ･

精
神
面
で
の
緩
和
ケ
ア

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
緩
和
ケ
ア
外
来

（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
外
来
）

精
神
科 

医
長
／
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

木
川
　
昌
康

き
が
わ

よ
し
や
す

院内がん登録

がんに関わる医療費、生活費について

正面玄関の開錠時間は 8時 15分




